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館内リニューアル工事のため休館中です。
再開時期が決まり次第、ご案内いたします。

１２月の催し物
『青龍窟と広谷台を巡るハイキング』
【日時】12月1日（日）9:00～15:00
 初冬の青龍窟と広谷台を歩きます。

『コウモリ観察会（牡鹿洞）』
【日時】12月15日（日）13:00～15:30
【料金】中学生以上 500円、小学生 300円
 洞窟で冬眠中のコウモリをそっと観察します。

《応募方法》
往復ハガキにイベント名、住所、氏名、
年齢、電話番号を明記の上、郵送。

 ※複数名でのお申込み(4名まで)は、全員
 の住所、 氏名、年齢、電話番号を明記。
 中学生以下は保護者の参加が必要。

 ※〆切は開催日の10日前まで必着。

【集合・解散場所】観察センター前

ボランティア研修報告
『青龍窟ケイビング』10月25日（金）

3名のボランティアで、ケイビングの心得な
どを学習後、青龍窟に入洞しました。ルート
やガイドのポイントを確認しながら約2時間
探検しました。冬眠前のキクガシラコウモリ
・ユビナガコウモリ、雨水で流れ込んできた
サワガニ・アカガエルの仲間などの生き物も
見ることができました。

10月22日頃、ジョウビタキの初鳴きが確認されました。シロハラ
の声もあちらこちらで聞かれ、アトリの群れも渡来しています。冬鳥

ブラックライトで
光り輝くヤスデ

イベント報告
『ススキ観賞登山』10月13日（日）

登山の様子

野草調査

天候に恵まれ、風と日差しのタイミングも良く、
美しい穂波の景色の中を約6km歩きました。ヤ
ナギアザミ・ヤマジノギクなどの野草の他、カ
ラカサタケの群生も見ることができました。

『塔ヶ峯絶景登山（中級）』10月20日（日）

登山の様子

平尾台のとんがり山・塔ヶ峯に登りました。前
日の雨による登山道への影響もなく、約9kmの
登山を楽しみました。尾根道を岩伝いに進み、
展望台から北九州市の街並みを見渡しました。

最高気温25度の散策日和。7名のボランティア
で開花草本を調査しながら大穴まで歩きました。
ヒメヒゴタイ・ハバヤマボクチ・アケボノソウ
など、約104種の開花草本を確認しました。

調査の様子  ハバヤマボクチ

ボランティア活動報告

10月9日               10月12日

散策路の草刈りや駐車場整備など8日間の活動
に、のべ29名のボランティアが参加しました。

草刈り（中峠） 葛除去（吹上駐車場）

『草刈り・整備ボランティア』

大穴
10月10日

岩伝いの山路  塔ヶ峯展望台

10月10日 13:30頃 小穴
ドリーネの斜面のススキ

研修の様子   滴下水

10月6日 10月13日  10月27日 10月27日

ヒメシオン  コシオガマ ハスノハカズラ  アオツヅラフジ

カサの直径 約15cm

10月10日

アケボノソウの蜜を
夢中で舐めるアリ

カラカサタケ
十数本、群生していました

10月28日 

アトリ（雌）

アケボノソウの
蜜線に集まるアリ

プシューと胞子を
噴出するきのこ 秋のきのこ祭り

10月20日  10月20日

キツネノタイマツ  ルリハツタケ

アケボノソウの花冠は４～６つに
裂け、黄緑色の斑点が２つずつつ
いています。この斑点が蜜を分泌
する蜜線で、蜜を求めてアリなど
の昆虫が集まってきます。アケボ
ノソウにとって、アリを呼び集め
ることで何かメリット（受粉やア
リを嫌う外敵から身を守るなど）
があるのかもしれません。

10月28日

白煙状の胞子を噴き出す
ベニチャワンタケの仲間

昆虫・きのこ・苔など自然界のあ
らゆるものに、ブラックライトで
紫外線を照射してみると、青白く
光るものがあります。中でもババ
ヤスデの仲間は、ひときわ光り輝
く生き物です。紫外線は、人間に
は見ることができませんが、虫に
は見えていて雌雄の判別などに利
用していると言われています。

きのこには、風や雨粒の刺激で胞
子を出す種が多くありますが、チ
ャワンタケの仲間は成熟すると自
ら勢いよく胞子を噴出します。こ
の日は、木漏れ日を浴びたりライ
トの光を当てると、まるで冬場に
吐いた息のように白い煙状の胞子
を何度も噴出しました。噴出のタ
イミングには光が関係している?!

大型のきのこや、赤や青など色鮮やかなきのこ
が発生した10月。季節外れの“きのこの女王”
キヌガサタケも見ることができました。

日本には冬鳥として群れで渡来し、
秋から冬にかけて山地で生活します。

10月10日  10月17日

フサタケ  キヌガサタケ

10月28日

ブラックライトで青白く光る
ババヤスデの仲間

蜜線
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